















































































































































































内山小二郎 1909. 1. 14 ～ 1912. 11. 27 在任中に官舎竣工
井口省吾 1912. 11. 27 ～ 1915. 1. 25
由比光衛 1915. 1. 25 ～ 1917. 8. 6
久邇宮邦彦王 1917. 8. 6 ～ 1918. 8. 9
尾野実信 1918. 8. 9 ～ 1919. 11. 25
市川堅太郎 1919. 11. 25 ～ 1922. 8. 15
田中国重 1922. 8. 15 ～ 1925. 5. 1 （廃止）
・陸軍教導学校期（1927 ～ 41年）
氏名（階級） 在任期間 備考
武田秀一（大佐→中将） 1927. 6. 30 ～ 1930. 8. 1
川原　侃（大佐） 1930. 8. 1 ～ 1932. 9. 1
林　茂清（少将→中将） 1932. 9. 1 ～ 1935. 3. 15
中井武三（少将） 1935. 3. 15 ～ 1936. 3. 7
常岡寛治（少将） 1936. 3. 7 ～ 1938. 3. 1
伊藤知剛（少将→中将） 1938. 3. 1 ～ 1939. 8. 1
石黒貞蔵（少将→中将） 1939. 8. 1 ～ 1940. 8. 1 予備士官学校長兼任
古閑 健（少将→中将） 1940. 8. 1 ～ 1941. 9. 1 予備士官学校長兼任
・陸軍予備士官学校期（1941 ～ 45年）
氏名（階級） 在任期間 備考
小田健策（少将） 1941. 9. 1 ～ 1942. 12. 14
永沢三郎（少将） 1943. 3. 1 ～ 1944. 7. 14














































































































































林　毅陸 1946. 11. 15 ～ 1950. 6. 22
本間喜一
1950. 6. 23 ～ 1955. 11. 14
1959. 4. 1 ～ 1963. 2. 17
小岩井学長の逝去に
より再就任
小岩井浄 1955. 11. 15 ～ 1959. 2. 19
脇坂雄治 1963. 4. 1 ～ 1967. 3. 31
玉城　肇 1967. 4. 1 ～ 1969. 5. 12
山田文雄 1969. 6. 20 ～ 1970. 5. 7
細迫朝夫 1970. 5. 8 ～ 1972. 2. 10
久曽神昇 1972. 5. 19 ～ 1984 .3 .31
浜田　稔 1984. 4. 1 ～ 1987. 9. 17
石井吉也 1987. 9. 18 ～ 1988. 3. 31 のち再就任








































































































































































































































































































史編さん室編『愛知県史 別編 文化財１ 建造
物・史跡』（2006年）がある。
（20）1997年ごろ、当時愛知大学に滞在していたハ
ンス・Ｇ・ラングリーガー氏は、学内資料と
しての論稿「愛知大学（豊橋）『公館』その建
築史的研究」（未発表。本文はドイツ語文）の
「結語」で、
　造形という視点から見れば、『公館』は
日本における西洋文化の吸収過程を表し
ているものとみなせるであろう。今日で
もこの建物はこうした吸収の範例といえ
る。なぜならば日本的な形式も西洋的な
形式も、問題を含む結果に陥ることなく
両者の統合が可能なことを、その形態に
おいて示しているからである。
　「公館」は建築理論の視点からすれば、
世界論的思想に裏打ちされた調和の観念
を象徴してる。そればかりか、その手本
ともいえるものの一例である。そこにお
いては大きな隔たりを持った文化が邂逅
しているが、その邂逅は見た目において
も様式の雑居に陥ることなく、調和をな
すものとなっている。ここに見られるよ
うな異なる文化の幸福な出会いが、将来
においてもこの建物の中でなされること
を願ってやまない。
 との見解を示している（データ末尾。筆者自
身の記か訳者によるものかは不明）。
（付記）私が現在週に数回勤務している愛知大学東
亜同文書院記念センターでは、外部からの補
助金を得た上で公館を紹介するブックレット
の製作を始めている。私もそのスタッフの一
人であるが、本稿はその業務に携わるにあたっ
て、個人のものとして自らの調査や見解をま
とめたものであることを、註３で記した経緯
を含めて理解されたい。ブックレットの刊行
は、本稿とほぼ同じ2015年春を予定している。
（2014.11.20脱稿）

